堺市総合福祉会館　機械警備業務標準仕様書

１　業務名　　　堺市総合福祉会館　機械警備業務

２　履行場所　　堺市堺区南瓦町２番１号
　　　　　　　　　　　堺市総合福祉会館
　
３　履行期間　　平成３０年４月１日から平成３６年３月３１日まで
　　　　同業務は６年間の長期継続契約になることから、初年度の入札金額、見積金額が継続期間内の毎年の契約金額となる。

４　業務の内容
　Ⅰ　基本的事項
　　１　警備業務を実施するにあたっては、警備業法、公安委員会規則及びその他諸法令を遵守し、仕様書に従い忠実に履行しなければならない。
　
Ⅱ　一般事項
　　１　機械警備業務の範囲
　　　①センサー及びカメラが設置されており、かつ感知する施設は又は区域。特記がある場合はその周辺。
　　　②警備業務の範囲は別紙のとおり。
　　
２　監視対象
　　　①防犯監視
　　　②火災監視
　　　③ガス漏れ監視
　　
３　設置機器類配置図
①別紙参照
　　
４　即応体制
　　　①受託者は、基地局において事故発生の情報を受信した場合、２５分以内（発報受信後現場到着までの所要時間）を限度に、火急に現場に直行し、必要な措置を行う。
　　
５　機械警備時間
　　　①平日　　　　　（　２１：４５～　８：１５）
　　　②土　　　　　　（　２１：４５～　８：１５）
　　　③日　　　　　　（　２１：４５～　８：１５）
　　　④祝日・年末年始（　　８：１５～　８：１５）　年末年始は１２月２９日～１月３日
　　　　＊防犯監視については、上記時間帯でかつ、機械監視がセットされている時。防犯監視以外は常時監視し、警報発砲があった場合、職員の執務時間にあっては施設管理者に連絡し、執務時間外にあっては現場に急行し、必要な措置を行う。
　　
６　本部責任者
　　　①受託者は、本部責任者及び責任代行者を選定し、本会の承認を得る。
　　　②本部責任者又は責任代行者に異動があるときは、事前に連絡し本会の承認を得る。
　　
７　機械警備業務従事者
　　　①警備業務について、十分な訓練を受け、かつ責任感が強く、誠実で健康であり、機敏で体力がある者。
　　
８　臨機の措置
　　　①事故等、臨時に警備が必要になったときは、その旨を本部責任者を通じて監督職員に報告し指示を受ける。
　　
９　機械警備計画書（セキュリティプランニング）
　　　①本部責任者は警備計画書（送信機器・センサー位置、警備経路、コントロールセンター設置機器リスト他含む。）を提出し、監督職員の承認を得る。

　１０　機械警備業務報告書
　　　①受託者は検査職員に機械警備月報を提出し検査を受ける。
　　　②発報後、緊急出動した場合は、詳細な報告書を速やかに監督職員に報告する。
　
１１　緊急時の対応
　　　①本部責任者は次に掲げる緊急時の対応マニュアルを提出して監督職員の承認を得る。
　　　　ア　火災・爆発等発生時
　　　　イ　違法・不法行為者発見時
　
１２　通信回線
　　　①ＮＴＴの専用回線を使用する。
　　　②上記①以外の場合で、一般回線を使用する場合は、回線断警報・通信監視システム等を備えなければならない。
　
１３　機械警備業務に係る設備工事
　　　①機械警備業務の開始に係る機材、設置工事、その他付帯する工事等は受託者が行う。
　　　②機器類（配線を含む。）については、契約ごとに新しい機器類を新規設置するものとし、設置機器類配置図（別紙）のとおり設置するものとする。なお、設置工事後は速やかに機器設置完了届書を提出し、監督者の立会いのもと機器類の確認、検査を受けてから業務を開始すること。
　　　③機器警備業務の開始日は契約年度の４月１日からとし、業務開始日までに、設置工事および機器類の確認、検査を完了するものとする。
　　　④機械警備業務の契約終了後の業務終了に係る取り外し工事、その他付帯する工事等は、新しい機器類の設置完了と業務の開始後、受託者が行う。
　
１４　機械設備の保守点検
1. [bookmark: _GoBack]受託者は機械設備が正常に機能できるように定期的に保守点検を行う。
　
１５　機械警備業務に係る経費
　　　①機械警備業務の契約締結後の業務開始に係る機材、設置工事、その他付帯する経費等は受託者の負担とする。
　　　②機械警備業務の契約終了後の業務終了に係る取り外し工事、その他付帯する経費等は受託者の負担とする。
　　　③機械設備の定期的な保守点検は受託者の負担とする。
　　　④ＮＴＴの専用回線、並びに一般回線とも通話料は受託者負担とする。
　　　⑤本会の仕様変更による工事が発生した場合、原則費用は本会負担とするが、費用額については本会と受託者との協議により決定する。
　
１６　本部責任者及び警備員の服務
　　　①本部責任者は、仕様書に沿って業務が履行されるよう、指揮監督等業務全般の責任を負う。
　　　②本部責任者は常に所在をあきらかにし、連絡が取れるようにする。
　　　③機械警備業務に従事する者は、警備員の識別ができ、かつ清潔な制服を着用し、身分証を常時携帯するとともに、胸には名札を付ける。
　　　④警備業務中は言動に注意し、他の者に不快感を与えない。
⑤警備業務に従事する者は、会館内の広報以外の書類他情報の閲覧、複写等一切してはならない。什器の開閉、電子機器通電もしてはならない。
⑥警備業務に従事する者は、業務上で知り得た秘密を他に漏らしてはいけない。
　　　
１７　その他の注意事項
①警備業務中に会館等の破損箇所及び落書きを発見したときは、速やかに本会担当者に連絡する。
②使用する機材等以外のものを会館内に搬入しない。
③人に危害を与える動物や不審物を発見したときは、速やかに本部責任者に連絡し、必要に応じて、警察署、監督職員に報告する。
④不法侵入者，不審人物、徘徊者、潜伏者を発見したときは、速やかに本部責任者に連絡し、財産の安全を脅かす恐れがある行為をする者を発見したときは、直ちに警告を発し、退去を命ずる等の措置を行う。さらに、必要に応じて、警察署、監督職員に報告する。又、病人や怪我人を発見したときは、必要に応じて応急措置を行うとともに、速やかに本部責任者に連絡し、必要に応じて、警察署、消防署、監督職員に報告する。
⑤火災、爆発、人身事故等の人為災害、地震、台風等の自然災害、その他緊急危機事態が発生したときは、必要に応じて応急措置を行うとともに、速やかに本部責任者に連絡し、必要に応じて、警察署、消防署、監督職員に報告する。
⑥この仕様書に記載のない事項の軽微な業務については、監督職員と協議のうえ実施する。

Ⅲ　機械警備内容
　１　防犯監視
　　①盗難の予防、早期発見を行う。
　　②センサーによる情報を監視し、事故発生時の緊急出動、必要に応じ警察署への通報や監督職員への連絡を行う。
　
２　火災監視
　　①火災感知器による情報を監視し、事故発生時の緊急出動、必要に応じ消防署への通報や監督職員への連絡を行う。
　　　②煙感知器による情報を監視し、事故発生時の緊急出動、必要に応じ消防署への通報や監督職員への連絡を行う。
　
３　ガス漏れ監視
　　　　①ガス漏れ感知器による情報を監視し、事故発生時の緊急出動、必要に応じガス供給会社への通報や監督職員への連絡を行う。

Ⅳ　機械警備の鍵
１　鍵（カード式）の数  受託者は本会に鍵（カード）を７９枚を貸与する。
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